
万国の労働者団結せよ！　万国の労働者と被抑圧民族団結せよ！

2016-12-15
№993 250円

（毎月₂回１日・15日発行）1969年12月20日第₃種郵便物認可

活動家集団  思想運動
発行・小川町企画  〒113-0033 東京都文京区
本郷₃の38の10さかえビル₂階  ☎０３・３８１８・
６６７１ ＦＡＸ０３・３８１８・３１９９ （郵便振替）００１９０－０－７５８２３５
小川町企画･関西連絡先 ☎０80・4700・6461
HP  http://www.shiso-undo.jp/
購読料：年間₆，₀₀₀円  半年₃，₀₀₀円（送料共）

十
一
月
二
十
九
日
、
キ
ャ
ン
プ
・

シ
ュ
ワ
ブ
の
ゲ
ー
ト
前
テ
ン
ト
、

浜
の
テ
ン
ト
、
ヘ
リ
基
地
反
対
協

議
会
事
務
所
、
沖
縄
平
和
セ
ン
タ

ー
な
ど
、
沖
縄
県
内
八
か
所
の
抗

議
運
動
拠
点
に
強
制
捜
査
が
行
な

わ
れ
た
。
同
時
に
、
抗
議
行
動
の

参
加
者
な
ど
四
人
が
一
斉
に
逮
捕

さ
れ
た
。

い
ず
れ
も
、
一
月
の
辺
野
古
ゲ
ー

ト
前
で
の
抗
議
行
動
を
め
ぐ
る
も

の
だ
。
な
ぜ
、
こ
の
時
期
に
、
一

〇
か
月
前
の
こ
と
で
捜
査
、
逮
捕

す
る
の
か
。
と
く
に
、
山
城
博

治
・
沖
縄
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
議

長
の
再
々
逮
捕
と
起
訴
、
長
期
に

わ
た
る
勾
留
は
、
異
常
と
し
か
言

い
よ
う
が
な
い
。

米
軍
占
領
下
の
時
代
を
知
る
池
宮

城
弁
護
士
は
、「
高
江
や
辺
野
古

で
の
警
察
の
横
暴
は
、
復
帰
前
の

米
軍
施
政
下
よ
り
ひ
ど
い
。
米
軍

で
も
、
基
地
に
反
対
す
る
人
び
と

を
む
や
み
に
逮
捕
、
投
獄
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
戦
後
沖
縄
の
歴

史
で
も
、
ま
れ
に
み
る
権
力
の
横

暴
が
、
高
江
、
辺
野
古
で
起
き
て

い
る
」
と
憤
っ
て
い
る
。

こ
の
七
一
年
間
、
家
を
焼
か
れ
、

土
地
を
奪
わ
れ
、
生
命
を
奪
わ

れ
、
地
を
這
う
よ
う
に
生
き
て
き

た
沖
縄
の
人
び
と
は
、
選
挙
を
は

じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
民
主
的
な
方
法

で
民
意
を
示
し
て
き
た
。
沖
縄
の

反
戦
・
反
基
地
の
運
動
は
、
憲
法

で
保
障
さ
れ
た
集
会
、
表
現
の
自

由
に
よ
る
、
あ
く
ま
で
非
暴
力
の

抵
抗
で
あ
る
。

辺
野
古
、
高
江
で
、
座
り
込
ん
で

い
る
市
民
に
暴
力
を
ふ
る
い
、
差

別
の
暴
言
を
吐
い
た
の
は
誰
だ
?!

今
回
の
暴
挙
は
、
沖
縄
の
反
戦
・

反
基
地
の
運
動
を
つ
ぶ
す
た
め

に
、
市
民
へ
の
脅
し
と
萎
縮
を
も

く
ろ
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
表
現
の

自
由
を
奪
う
も
の
だ
。

し
か
し
、
現
場
で
は
、
あ
き
ら
め

な
い
人
び
と
が
毎
日
行
動
し
て
い

る
。
県
内
外
や
国
外
か
ら
も
駆
け

つ
け
る
人
び
と
が
い
る
。
わ
た
し

た
ち
も
、
ひ
る
む
わ
け
に
は
い
か

な
い
。

わ
た
し
た
ち
は
、
今
日
、
こ
の
会

場
か
ら
強
く
要
求
す
る
。

不
当
に
逮
捕
、
勾
留
し
た
全
員
を

即
時
解
放
せ
よ
！

県
外
、
県
内
の
す
べ
て
の
機
動
隊

は
、
高
江
、
辺
野
古
か
ら
撤
退
せ

よ
！

二
〇
一
六
年
十
二
月
十
日

高
江
オ
ス
プ
レ
イ
・
パ
ッ
ド
、
辺

野
古
新
基
地
の
建
設
を
許
さ
な

い
！
東
京
集
会

参
加
者
一
同

米
軍
普
天
間
基
地
所
属
の
垂
直
離

着
陸
輸
送
機
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ

が
十
三
日
夜
、
名
護
市
安
部
か
ら

約
八
〇
メ
ー
ト
ル
沖
の
浅
瀬
へ
墜

落
・
大
破
す
る
重
大
事
故
が
起
き

た
（
乗
員
五
名
は
米
軍
が
救
助

し
、
う
ち
二
人
が
負
傷
と
さ
れ
て

い
る
）。

国
内
で
オ
ス
プ
レ
イ
が
墜
落
・
大

破
す
る
事
故
が
初
め
て
、
沖
縄
で

起
き
て
し
ま
っ
た
。

垂
直
に
離
着
陸
す
る
新
型
輸
送
機

オ
ス
プ
レ
イ
は
、
二
〇
一
二
年
に

米
軍
普
天
間
基
地
（
沖
縄
県
宜
野

湾
市
）
に
配
備
。
現
在
、
日
本
国

内
で
は
二
四
機
が
運
用
さ
れ
て
い

る
。
開
発
段
階
か
ら
事
故
が
相
次

ぎ
、
沖
縄
県
で
は
配
備
の
ず
っ
と

前
か
ら
反
対
す
る
声
が
広
が
っ
て

い
た
。
そ
し
て
二
〇
一
二
年
九
月

九
日
「
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
に
反
対

す
る
県
民
大
会
」
に
一
〇
万
人
が

結
集
し
、
翌
一
月
に
は
日
比
谷
野

音
で
沖
縄
の
実
行
委
主
催
で
「
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
撤
回
！

　
普
天
間

基
地
の
閉
鎖
・
撤
去
！

　
県
内
移

設
断
念
！

　
東
京
集
会
」
と
銀
座

パ
レ
ー
ド
が
行
な
わ
れ
、
安
倍
首

相
ら
に
「
建
白
書
」
が
手
渡
さ
れ

た
。
そ
こ
に
結
集
し
た
四
一
市
町

村
代
表
の
先
頭
に
立
っ
た
の
が
当

時
那
覇
市
長
の
翁
長
雄
志
知
事
だ

っ
た
。

オ
ス
プ
レ
イ
は
こ
れ
ま
で
何
度
も

そ
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
、
海
外

で
は
数
多
く
の
墜
落
事
故
が
起
き

て
お
り
、
国
内
で
は
飛
行
中
の
オ

ス
プ
レ
イ
か
ら
の
部
品
の
落
下
事

件
な
ど
が
起
き
て
い
る
。
今
回
の

墜
落
・
大
破
事
故
は
起
こ
る
べ
く

し
て
起
き
た
も
の
だ
。
堕
ち
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
て
、
沖
縄
へ
の

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
を
強
行
し
た
日

米
政
府
の
共
犯
関
係
は
明
確
だ
。

米
軍
は
、
事
故
を
起
こ
し
た
オ
ス

プ
レ
イ
は
沖
縄
本
島
東
方
の
沖
合

三
〇
キ
ロ
の
米
軍
訓
練
区
域
で
空

中
給
油
を
実
施
中
に
、
給
油
機
の

ホ
ー
ス
が
切
れ
、
プ
ロ
ペ
ラ
を
損

傷
し
た
た
め
、「
不
時
着
」
し
た

と
説
明
す
る
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛

行
を
一
時
停
止
す
る
こ
と
を
表
明

し
た
一
方
で
、
オ
ス
プ
レ
イ
自
体

が
事
故
の
原
因
で
は
な
い
、
と
強

調
し
た
。

日
米
両
政
府
は
事
故
直
後
か
ら
、

写
真
を
見
れ
ば
一
目
で
わ
か
る
墜

落
・
大
破
事
故
を
、
制
御
不
能
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
意
図
し
て

そ
の
場
所
に
降
り
た
「
不
時
着
」

と
言
い
換
え
、
足
並
み
を
揃
え
て

こ
の
事
故
を
隠
ぺ
い
し
よ
う
と
し

て
い
る
。

防
衛
省
は
「
不
時
着
」
と
し
た
理

由
に
つ
い
て
、
米
側
が
「
着
水
」

と
表
現
し
て
い
る
こ
と
や
、
五
人

全
員
が
生
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら

海
面
に
強
く
た
た
き
つ
け
ら
れ
た

も
の
で
は
な
い
、
な
ど
と
し
、
稲

田
朋
美
防
衛
相
は
米
軍
か
ら
の
情

報
を
含
め
て
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

失
っ
た
状
況
で
は
な
く
、
パ
イ
ロ

ッ
ト
の
意
思
で
着
水
し
た
と
考
え

て
い
る
」
と
言
い
逃
れ
を
し
た
。

菅
義
偉
官
房
長
官
は
十
四
日
午
前

の
会
見
で
、「
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
意

思
で
着
水
し
た
と
報
告
を
受
け
て

い
る
」
と
説
明
し
、
墜
落
で
は
な

か
っ
た
と
の
認
識
を
示
し
た
。
大

手
新
聞
各
社
も
こ
れ
ら
の
「
認

識
」
に
沿
っ
て
、
軒
並
み
「
オ
ス

プ
レ
イ
不
時
着
」
の
見
出
し
で
報

道
。
在
沖
米
軍
ト
ッ
プ
の
ロ
ー
レ

ン
ス
‐
ニ
コ
ル
ソ
ン
四
軍
調
整
官

は
十
四
日
午
後
、
こ
の
墜
落
を
事

故
現
場
か
ら
約
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル

西
に
約
六
〇
世
帯
一
二
〇
人
が
暮

ら
す
安
部
の
集
落
を
避
け
た
パ
イ

ロ
ッ
ト
た
ち
の
「
意
図
的
」
で

「
英
雄
的
」
な
美
談
に
仕
立
て
あ

げ
、「
沖
縄
の
人
を
守
る
た
め
に
、

近
く
の
海
に
降
り
た
こ
と
は
良
い

判
断
だ
っ
た
」
と
パ
イ
ロ
ッ
ト
を

称
賛
し
た
。

さ
ら
に
沖
縄
県
の
安あ

慶げ

田だ

光
男
副

知
事
が
、
米
軍
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧

を
訪
れ
、
事
故
へ
の
抗
議
文
を
読

み
上
げ
た
際
は
、
ニ
コ
ル
ソ
ン
四

軍
調
整
官
は
表
情
を
変
え
、「
パ

イ
ロ
ッ
ト
は
住
宅
、
住
民
に
被
害

を
与
え
な
か
っ
た
。
感
謝
さ
れ
る

べ
き
で
表
彰
も
の
だ
」
と
強
弁
し

た
。
安
慶
田
副
知
事
が
「
オ
ス
プ

レ
イ
も
訓
練
も
い
ら
な
い
か
ら
、

ど
う
ぞ
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
」
と

伝
え
る
と
、「
政
治
問
題
化
す
る

の
か
」
な
ど
と
話
し
、
テ
ー
ブ
ル

を
た
た
く
場
面
も
あ
っ
た
と
い

う
。
何
と
い
う
傲
慢
・
不
遜
な
態

度
、
こ
れ
は
植
民
地
主
義
者
・
占

領
者
の
ふ
る
ま
い
そ
の
も
の
だ
。

わ
れ
わ
れ
は
日
米
両
政
府
に
よ
る

事
実
の
歪
曲
・
隠
ぺ
い
工
作
を
決

し
て
ゆ
る
し
て
は
な
ら
な
い
。

今
月
二
十
二
日
に
は
、
ヘ
リ
パ

ッ
ド
建
設
を
条
件
と
し
た
沖
縄
・

高
江
の
北
部
訓
練
場
「
返
還
」

式
典
が
行
な
わ
れ
る
。
十
二
日

に
は
翁
長
知
事
が
欠
席
を
表
明

し
て
い
た
。
さ
ら
に
翁
長
知
事

は
事
件
を
う
け
て
「
式
典
を
開

催
す
る
の
は
県
民
感
情
か
ら
も

許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ

う
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
物
事

を
考
え
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、

中
止
を
求
め
る
に
至
っ
た
。
県

議
会
議
長
も
欠
席
す
る
。

オ
ス
プ
レ
イ
は
横
田
基
地
を
は
じ

め
沖
縄
以
外
の
全
国
各
地
に
配
備

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
自
衛
隊
も

導
入
を
画
策
し
て
い
る
。
そ
れ
を

止
め
る
に
も
、
ま
ず
は
も
っ
と
も

危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
沖
縄
か

ら
オ
ス
プ
レ
イ
を
撤
去
し
、
普
天

間
基
地
を
閉
鎖
返
還
さ
せ
、
オ
ス

プ
レ
イ
の
使
う
高
江
ヘ
リ
パ
ッ

ド
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
阻
止

し
、
沖
縄
か
ら
海
兵
隊
と
基
地
を

撤
退
・
撤
去
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
が

重
要
だ
。
た
た
か
い
の
現
場
と
結

び
つ
き
、
沖
縄
の
人
民
と
と
も
に

起
ち
上
が
ろ
う
！�

【
編
集
部
】

緊
急
ア
ピ
ー
ル

沖
縄
・
辺
野
古
・
高
江
の
基
地
建
設
反
対

運
動
へ
の
弾
圧
に
強
く
抗
議
す
る

オ
ス
プ
レ
イ
が
住
宅
地
近
く
に
墜
落
・
大
破

す
べ
て
の
オ
ス
プ
レ
イ
を
撤
去
せ
よ
！

新
基
地
建
設
を
白
紙
撤
回
せ
よ
！

欠
陥
機
オ
ス
プ
レ
イ
が
墜
落
。た
だ
ち
に
す
べ
て
の
配
備
を
中
止
せ
よ
！
（
12
月
13
日
に
起
き
た
名
護
市
沿
岸
部
で

の
オ
ス
プ
レ
イ
の
墜
落
事
故
に
つ
い
て
本
土
の
新
聞
・
テ
レ
ビ
は
こ
と
ご
と
く「
不
時
着
」と
報
じ
た
が
、沖
縄
紙『
琉
球
新
報
』は
正
し
く「
墜
落
」と
伝
え
た
）


